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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

本調査は、全国の病院の身寄りのない患者への対応状況およびその際課題に感じていること

を把握しつつ、身寄りのない患者を取り巻く社会的課題を示すことを目的に実施した。 

 

２ 調査対象 

地方厚生局が公開している医療機関一覧表より区分が「病院」のものを抽出し、その中から

ランダムサンプリングにより 3000 件の施設を抽出した。 

 

３ 調査期間 

2025 年 2 月 14 日（金）から 2025 年 3 月 31 日（月）まで 

 

４ 調査方法 

郵送調査 

 

５ 回収状況 

配布数 有効回答数 有効回答率 

3000 件 1518 票 50.6％ 

※問 2 以降については、問１の本調査への協力について「同意する」と回答した 1480 票を有効回答と

して集計を行っている。 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（n）を基数とした百分率（％）で示している。また、小数点以下

第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合がある。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見

方になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合がある。 

・問 24 については、単一での回答を求めたものの、複数回答が多かったため、回答のあった

全てのデータを含めて集計した。 

・本報告書は、2025 年 5 月 9 日時点での速報値をまとめたものであり、確定したものでない

ことはあらかじめ断っておく。最終報告書は追って公開する予定である（公開時期は未定）。 
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Ⅱ 調査結果 

問 1．本調査の協力に同意いただけますか。 (n=1518) 

全体では、「同意する」が 97.5%、「同意しない」が 0.5%であった。 

 
※問 2以降については、問１で「同意する」と回答した 1480票を有効回答として集計を行っている。 

 

Ⅰ．回答者と所属機関の状況および周辺状況 

問 2．あなたの役職を教えてください。 (n=1480) 

全体では、「ソーシャルワーカー責任者」が 53.7%、「地域連携部門担当者」が 38.9%であった。 

 

 

 

問1．本調査の協力に同意いただけますか。 (n=1518)

同意する

97.5%

同意しない

0.5%

無回答

2.0%

全体(n=1,518)

問2．あなたの役職を教えてください。 (n=1480)

ソーシャルワーカー

責任者

53.7%

地域連携部門

担当者

38.9%

その他

6.6%

無回答

0.7%

全体(n=1,480)
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問 3．あなたの職種を教えてください。 (n=1480) 

全体では、「ソーシャルワーカー」が 88.1%、「医師」が 0.1%、「看護師」が 7.5%、「事務職」

が 2.8%であった。 

 

 

  

問3．あなたの職種を教えてください。 (n=1480)

ソーシャル

ワーカー

88.1%

医師

0.1%

看護師

7.5%

事務職

2.8%

その他

1.4%

無回答

0.2%

全体(n=1,480)
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問 4．あなたの所属機関の都道府県をご記入ください。 (n=1480) 

全体では、「東京都」が 7.8%と最も高く、「北海道」が 7.7%、「福岡県」が 5.2%となっている。 

 

 

  

7.7%

1.2%

1.4%

1.8%

1.0%

1.3%

1.2%

1.6%

1.3%

1.7%

3.6%

3.4%

7.8%

4.3%

1.3%

1.2%

1.0%

1.0%

0.8%

1.6%

1.8%

2.6%

3.3%

0.9%

0.8%

1.8%

4.9%

4.8%

1.1%

0.9%

0.6%

0.3%

2.0%

3.4%

1.5%

1.1%

1.1%

1.3%

1.5%

5.2%

1.0%

1.4%

2.0%

2.0%

2.0%

2.8%

1.1%

0.4%

0% 5% 10%

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

無回答
全体(n=1,480)
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問 4 ．地方厚生局 (n=1480) 

全体では、「北海道厚生局」が 7.7%、「東北厚生局」が 7.9%、「関東信越厚生局」が 27.3%、

「東海北陸厚生局」が 10.9%、「近畿厚生局」が 15.3%、「中国四国厚生局」が 7.8%、「四国厚生

支局」が 5.1%、「九州厚生局」が 17.6%であった。 

 

 

問 5．あなたの所属機関の全病床数をお答えください。 (n=1480) 

全体では、「２０～４９床」が 6.9%、「５０～９９床」が 23.8%、「１００～１９９床」が

35.4%、「２００～３９９床」が 22.5%、「４００床以上」が 11.2%であった。 

 

 

問4 ．地方厚生局 (n=1480)

北海道厚生局

7.7%

東北厚生局

7.9%

関東信越

厚生局

27.3%

東海北陸厚生局

10.9%

近畿厚生局

15.3%

中国四国

厚生局

7.8%

四国厚生

支局

5.1%

九州厚生局

17.6%

無回答

0.4%

全体(n=1,480)

問5．あなたの所属機関の全病床数をお答えください。 (n=1480)

20～49床

6.9%

50～99床

23.8%

100～199床

35.4%

200～

399床

22.5%

400床以上

11.2%

無回答

0.2%

全体(n=1,480)
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問 6．あなたの所属機関の病床・病棟等、該当するものすべてに〇をつけてください。

（複数選択） (n=1480) 

全体では、「一般病床」が 62.3%と最も高く、「療養病床」が 35.2%、「地域包括ケア病棟」が

33.0%、「回復期リハビリ病棟」が 22.1%、「精神科病床」が 18.0%、「緩和ケア病棟」が 7.4%、

「地域包括医療病棟」が 4.3%となっている。 

 

 

問 7-1．常勤：あなたの所属機関のソーシャルワーカーの勤務人数をお答えください。

（数字を記入） (n=1465) 

全体では、「平均」が 3.9 人、「中央値」が 3.0 人、「最小値」が 0 人、「最大値」が 26 人であ

った。 

 

 

問 7-2．非常勤：あなたの所属機関のソーシャルワーカーの勤務人数をお答えくださ

い。（数字を記入） (n=761) 

全体では、「平均」が 0.5 人、「中央値」が 0.0 人、「最小値」が 0 人、「最大値」が 20 人であ

った。 

 

 

  

62.3%

4.3%

33.0%

22.1%

7.4%

35.2%

18.0%

11.4%

0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

一般病床

地域包括医療病棟

地域包括ケア病棟

回復期リハビリ病棟

緩和ケア病棟

療養病床

精神科病床

その他

無回答
全体(n=1,480)

調査数 平均 中央値 最小値 最大値

全体 1465 3.9 3.0 0 26

調査数 平均 中央値 最小値 最大値

全体 761 0.5 0.0 0 20
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問 8．あなたの所属機関には、身寄りのない患者に対応するための院内マニュアルは存

在していますか。 (n=1480) 

全体では、「存在する」が 17.4%、「存在しない」が 81.7%であった。 

 

 

問 9．あなたの所属機関では、身寄りのない患者の医療同意を得る際に、10年以上音信

不通だった親族を呼び出して同意をもらうことはありますか。 (n=1480) 

全体では、「とてもある」が 3.5%、「ややある」が 19.9%、「あまりない」が 38.7%、「全くない」

が 36.4%であった。 

 

 

  

問8．あなたの所属機関には、身寄りのない患者に対応するための院内
マニュアルは存在していますか。 (n=1480)

存在する

17.4%

存在しない

81.7%

無回答

0.9%

全体(n=1,480)

問9．あなたの所属機関では、身寄りのない患者の医療同意を得る際
に、10年以上音信不通だった親族を呼び出して同意をもらうことはありま
すか。 (n=1480)

とてもある

3.5%

ややある

19.9%

あまりない

38.7%

全くない

36.4%

無回答

1.5%

全体(n=1,480)
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問 10．【問 9で「1）とてもある」「2）ややある」「3）あまりない」と回答された方のみ

におたずねします。】身寄りのない患者の医療同意を得る際に、10年以上音信不通

だった親族を呼び出して、医療同意を得る理由を教えてください。最もあてはまる

ものに〇をつけてください。 (n=920) 

全体では、「法的な有効性を確保するため」が 46.7%と最も高く、「患者以外の同意を得ること

を慣習としているため」が 22.1%、「親族からのクレームを防ぐため」が 11.0%となっている。 

 

 

 

問 11．あなたの所属機関から、所属機関以外の病院へ転院相談をした際に、保証人がい

ないことを理由に受け入れてもらえない病院のおおよその割合を教えてください。 

(n=1480) 

全体では、「０割」が 18.1%、「１～３割」が 27.8%、「４～６割」が 15.3%、「７～９割」が

28.0%、「10 割」が 5.1%であった。 

 

問10．【問9で「1）とてもある」「2）ややある」「3）あまりない」と回答され
た方のみにおたずねします。】身寄りのない患者の医療同意を得る際
に、10年以上音信不通だった親族を呼び出して、医療同意を得る理由を
教えてください。最もあてはまるものに〇をつけてください。 (n=920)

法的な有効性を

確保するため

46.7%

親族からのクレームを

防ぐため

11.0%

患者以外の同意

を得ることを慣習

としているため

22.1%

その他

14.3%

無回答

5.9%

全体(n=920)

問11．あなたの所属機関から、所属機関以外の病院へ転院相談をした
際に、保証人がいないことを理由に受け入れてもらえない病院のおおよ
その割合を教えてください。 (n=1480)

０割

18.1%

１～３割

27.8%

４～６割

15.3%

７～９割

28.0%

10割

5.1%

無回答

5.7%

全体(n=1,480)
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問 12．あなたの所属機関から、介護保険施設へ入所相談をした際に、保証人がいないこ

とを理由に受け入れてもらえない施設のおおよその割合を教えてください。 

(n=1480) 

全体では、「０割」が 11.5%、「１～３割」が 19.8%、「４～６割」が 14.3%、「７～９割」が

35.1%、「10 割」が 14.9%であった。 

 

  

問12．あなたの所属機関から、介護保険施設へ入所相談をした際に、
保証人がいないことを理由に受け入れてもらえない施設のおおよその割
合を教えてください。 (n=1480)

０割

11.5%

１～３割

19.8%

４～６割

14.3%

７～９割

35.1%

10割

14.9%

無回答

4.4%

全体(n=1,480)
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Ⅱ．入院申込書の様式と保証人がいない場合の運用状況 

問 13．入院申込書の中に、保証人の記入を求める箇所はありますか。 (n=1480) 

全体では、「ある」が 96.2%、「なし」が 3.5%であった。 

 

 

問 14．【問 13で「1）ある」と回答された方のみにおたずねします。】入院申込書の中で

は、何人以上の保証人を求めていますか。 (n=1424) 

全体では、「１人」が 57.9%、「２人」が 40.7%であった。 

 
 

  

問13．入院申込書の中に、保証人の記入を求める箇所はありますか。
(n=1480)

ある

96.2%

なし

3.5%

無回答

0.3%

全体(n=1,480)

問14．【問13で「1）ある」と回答された方のみにおたずねします。】入院
申込書の中では、何人以上の保証人を求めていますか。 (n=1424)

１人

57.9%

２人

40.7%

その他

0.8%

無回答

0.6%

全体(n=1,424)
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問 15．【問 13で「1）ある」と回答された方のみにおたずねします。】入院申込書の中

に、保証人の記入を求めている理由を教えてください。（複数選択） (n=1424) 

全体では、「入院費等の支払いが滞納になった時に備えて」が 97.0%と最も高く、「患者が急

変・死亡した時に備えて」が 81.3%、「医療同意が必要になった時に備えて」が 67.4%、「退・転

院に向けた手続きや準備が必要になった時に備えて」が 56.5%となっている。「特に理由はない」

は 0.4%であった。 

 

 

 

  

97.0%

81.3%

67.4%

56.5%

46.2%

39.6%

26.1%

25.8%

0.4%

1.5%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

入院費等の支払いが滞納になった時に備えて

患者が急変・死亡した時に備えて

医療同意が必要になった時に備えて

退・転院に向けた手続きや準備が必要になった時に備えて

書類への署名が必要になった時に備えて

身の回り品の準備が必要になった時に備えて

貴重品の保管が必要になった時に備えて

外出（他科受診を含む）の付添人が必要になった時に備えて

特に理由はない

その他

無回答
全体(n=1,424)
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問 16．保証人がいないかつ意思決定が困難な患者の入院受け入れの相談があった場合、

どのように対応しますか。最もあてはまるものに〇をつけてください。 (n=1480) 

全体では、「無条件で受け入れる」が 31.4%、「成年後見制度の申請を条件に受け入れる」が

22.2%、「高齢者等終身サポート事業者との契約を条件に受け入れる」が 4.4%となっている。逆

に「原則受け入れない」が 8.0%であった。 

 

  

問16．保証人がいないかつ意思決定が困難な患者の入院受け入れの
相談があった場合、どのように対応しますか。最もあてはまるものに〇を
つけてください。 (n=1480)

無条件で受け

入れる

31.4%

成年後見制度

の申請を条件

に受け入れる

22.2%

高齢者等終身サポート事業者との

契約を条件に受け入れる

4.4%

原則受け

入れない

8.0%

その他

27.4%

無回答

6.6%

全体(n=1,480)
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Ⅲ．臨床倫理委員会等の設置状況と活用状況 

問 17．院内に臨床倫理的な課題を話し合う委員会（臨床倫理委員会）を設置しています

か。 (n=1480) 

全体では、「設置している」が 53.3%、「設置していない」が 45.6%であった。 

 

 

問 18．【問 17で「1）設置している」と回答された方のみにおたずねします。】臨床倫理

委員会の開催頻度を教えてください。 (n=789) 

全体では、「１カ月に１回以上」が 25.9%、「２～３カ月に１回程度」が 18.6%、「４～６カ月に

１回程度」が 9.6%、「７～11 カ月に１回程度」が 1.9%、「１年に１回程度」が 10.0%であった。 

 

問17．院内に臨床倫理的な課題を話し合う委員会（臨床倫理委員会）を
設置していますか。 (n=1480)

設置して

いる

53.3%

設置して

いない

45.6%

無回答

1.1%

全体(n=1,480)

問18．【問17で「1）設置している」と回答された方のみにおたずねしま
す。】臨床倫理委員会の開催頻度を教えてください。 (n=789)

１カ月に１回

以上

25.9%

２～３カ月に

１回程度

18.6%

４～６カ月に

１回程度

9.6%

７～11カ月に

１回程度

1.9%

１年に１回程度

10.0%

その他

32.4%

無回答

1.5%

全体(n=789)
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問 19．【問 17で「1）設置している」と回答された方のみにおたずねします。】身寄りの

ない患者の対応で困った際に、臨床倫理委員会がどの程度活用されていますか。 

(n=789) 

全体では、「とても活用されている」が 8.6%、「やや活用されている」が 25.3%、「あまり活用

されていない」が 32.1%、「全く活用されていない」が 31.9%であった。 

 

 

問 20．【問 17で「2）設置していない」と回答された方のみにおたずねします。】臨床倫

理委員会を設置していない理由を教えてください。（複数選択） (n=675) 

全体では、「組織の体制整備が必要で時間を要するため」が 45.5%と最も高く、「設置するため

の人材が不足しているため」が 39.7%、「どこから手を付けてよいか分からないため」が 26.4%、

「設置の必要性がないため」が 17.9%、「地域の関係機関のサポートが不足しているため」が

5.5%となっている。 

 

問19．【問17で「1）設置している」と回答された方のみにおたずねしま
す。】身寄りのない患者の対応で困った際に、臨床倫理委員会がどの程
度活用されていますか。 (n=789)

とても活用されて

いる

8.6%

やや活用されて

いる

25.3%

あまり活用されて

いない

32.1%

全く活用されて

いない

31.9%

無回答

2.0%

全体(n=789)

45.5%

39.7%

26.4%

17.9%

5.5%

14.8%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

組織の体制整備が必要で時間を要するため

設置するための人材が不足しているため

どこから手を付けてよいか分からないため

設置の必要性がないため

地域の関係機関のサポートが不足しているため

その他

無回答
全体(n=675)
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問 21．院内に臨床倫理的な課題を多職種で話し合うチーム（臨床倫理コンサルテーショ

ンチーム）を設置していますか。 (n=1480) 

全体では、「設置している」が 22.8%、「設置していない」が 75.5%であった。 

 

 

  

問21．院内に臨床倫理的な課題を多職種で話し合うチーム（臨床倫理コ
ンサルテーションチーム）を設置していますか。 (n=1480)

設置している

22.8%

設置していない

75.5%

無回答

1.6%

全体(n=1,480)
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問 22．【問 21で「1）設置している」と回答された方のみにおたずねします。】臨床倫理

コンサルテーションチームに含まれている職種を教えてください。（複数選択） 

(n=338) 

全体では、「看護師」が 97.3%と最も高く、「医師」が 95.9%、「ソーシャルワーカー」が 76.0%、

「事務職」が 74.0%、「薬剤師」が 46.4%、「理学療法士」が 31.4%となっている。 

 

 

  

95.9%

97.3%

46.4%

31.4%

19.2%

9.8%

19.5%

76.0%

74.0%

26.3%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

医師

看護師

薬剤師

理学療法士

作業療法士

言語聴覚士

栄養士

ソーシャルワーカー

事務職

その他

無回答
全体(n=338)
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問 23．【問 21で「1）設置している」と回答された方のみにおたずねします。】身寄りの

ない患者の対応で困った際に、臨床倫理コンサルテーションチームがどの程度活用

されていますか。 (n=338) 

全体では、「とても活用されている」が 18.6%、「やや活用されている」が 33.7%、「あまり活用

されていない」が 29.0%、「全く活用されていない」が 17.2%であった。 

 

  

問23．【問21で「1）設置している」と回答された方のみにおたずねしま
す。】身寄りのない患者の対応で困った際に、臨床倫理コンサルテー
ションチームがどの程度活用されていますか。 (n=338)

とても活用されて

いる

18.6%

やや活用されて

いる

33.7%あまり活用されて

いない

29.0%

全く活用されて

いない

17.2%

無回答

1.5%

全体(n=338)
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問 24．【問 21で「2）設置していない」と回答された方のみにおたずねします。】臨床倫

理コンサルテーションチームを設置していない理由を教えてください。（複数選択） 

(n=1118) 

全体では、「組織の体制整備が必要で時間を要するため」が 35.8%と最も高く、「設置するため

の人材が不足しているため」が 26.5%、「どこから手を付けてよいか分からないため」が 20.2%、

「設置の必要性がないため」が 16.6%となっている。 

 

参考： 

複数回答のものを「無回答」とし、単一回答のみ集計を行った結果は下記の通りである。 

 

 

  

35.8%

26.5%

20.2%

16.6%

20.2%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40%

組織の体制整備が必要で時間を要するため

設置するための人材が不足しているため

どこから手を付けてよいか分からないため

設置の必要性がないため

その他

無回答
全体(n=1,118)

設置の必要性が

ないため

14.8%

どこから手を付

けてよいか分か

らないため

11.0%

組織の体制整備が必要で

時間を要するため

22.7%

設置するための人材

が不足しているため

13.3%

その他

19.1%

無回答

19.1%

全体(n=1,118)
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Ⅳ．身寄りのない患者の通帳・キャッシュカードの保管・管理状況および金

融機関に対する要望・認識 

問 25．身寄りのない患者の通帳・キャッシュカードを、病院が患者本人に代わって保

管・管理したことがありますか。 (n=1480) 

全体では、「保管・管理したことがある」が 69.3%、「保管・管理したことがない」が 30.2%、

であった。 

 

問 26．【問 25で「1）保管・管理したことがある」と回答された方のみにおたずねしま

す。】身寄りのない患者の通帳・キャッシュカードを、病院が患者本人に代わって保

管・管理した際に、困ったことがあれば教えてください。（複数選択） (n=1025) 

全体では、「保管・管理に手間がかかること」が 56.3%と最も高く、「金銭が引き出せず入院費

等の未払いが生じたこと」が 49.6%、「保管・管理できる適切な場所がないこと」が 34.3%となっ

ている。逆に「困ったことはない」が 8.7%であった。 

 

問25．身寄りのない患者の通帳・キャッシュカードを、病院が患者本人
に代わって保管・管理したことがありますか。 (n=1480)

保管・管理した

ことがある

69.3%

保管・管理した

ことがない

30.2%

無回答

0.5%

全体(n=1,480)

56.3%

49.6%

34.3%

8.7%

11.3%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

保管・管理に手間がかかること

金銭が引き出せず入院費等の未払いが生じたこと

保管・管理できる適切な場所がないこと

困ったことはない

その他

無回答
全体(n=1,025)
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問 27．身寄りのない患者の通帳・キャッシュカードを患者本人に代わって、病院が保

管・管理する際の院内規則は存在しますか。 (n=1480) 

全体では、「存在する」が 32.6%、「存在しない」が 65.8%であった。 

 
 

問 28．身寄りのない患者の通帳・キャッシュカードからの金銭の引き出しを、病院が患

者本人に代わって行うことはありますか。 (n=1480) 

全体では、「ある」が 38.6%、「なし」が 60.6%であった。 

 

 

  

問27．身寄りのない患者の通帳・キャッシュカードを患者本人に代わっ
て、病院が保管・管理する際の院内規則は存在しますか。 (n=1480)

存在する

32.6%

存在しない

65.8%

無回答

1.6%

全体(n=1,480)

問28．身寄りのない患者の通帳・キャッシュカードからの金銭の引き出
しを、病院が患者本人に代わって行うことはありますか。 (n=1480)

ある

38.6%

なし

60.6%

無回答

0.7%

全体(n=1,480)
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問 29．身寄りのない患者の通帳・キャッシュカードからの金銭の引き出しや医療費の支

払いにあたって、どのような仕組みがあるといいと思うのか教えてください。（複数

選択） (n=1480) 

全体では、「患者が金融機関に行かなくても金銭の引き出しが可能な仕組み」が 80.4%と最も

高く、「患者が亡くなった後の医療費が金融機関から支払われる仕組み」が 74.9%、「金融機関と

の事前契約により医療費が金融機関から支払われる仕組み」が 72.8%となっている。 

 

 

問 30．病院が金融機関と連携するにあたって、どのようなことが課題になると思うのか

教えてください。（複数選択） (n=1480) 

全体では、「金融機関の硬直的な対応」が 67.7%と最も高く、「金融機関や支店ごとで対応や判

断が異なっていること」が 67.0%、「連携の取り方が分からないこと」が 40.5%となっている。逆

に「課題はない」が 1.2%であった。 

 

 

  

80.4%

74.9%

72.8%

6.5%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

患者が金融機関に行かなくても金銭の引き出しが

可能な仕組み

患者が亡くなった後の医療費が金融機関から

支払われる仕組み

金融機関との事前契約により医療費が金融機関から

支払われる仕組み

その他

無回答
全体(n=1,480)

67.7%

67.0%

40.5%

1.2%

8.2%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

金融機関の硬直的な対応

金融機関や支店ごとで対応や判断が異なっていること

連携の取り方が分からないこと

課題はない

その他

無回答
全体(n=1,480)
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Ⅴ．自治体の親族情報照会への対応状況、成年後見制度の申立てや死後対応

の状況 

問 31．所属機関がある自治体に身寄りのない患者の親族情報について照会すると、スム

ーズに対応してもらえますか。 (n=1480) 

全体では、「とても思う」が 6.5%、「やや思う」が 31.1%、「あまり思わない」が 40.9%、「全く

思わない」が 17.5%であった。 

 

 

問 32．所属機関がある自治体に身寄りのない患者の成年後見制度の市区町村町申立てに

ついて相談をすると、スムーズに対応してもらえますか。 (n=1480) 

全体では、「とても思う」が 7.4%、「やや思う」が 36.1%、「あまり思わない」が 40.1%、「全く

思わない」が 13.1%であった。 

 

 

問31．所属機関がある自治体に身寄りのない患者の親族情報について
照会すると、スムーズに対応してもらえますか。 (n=1480)

とても思う

6.5%

やや思う

31.1%

あまり思わ

ない

40.9%

全く思わない

17.5%

無回答

4.0%

全体(n=1,480)

問32．所属機関がある自治体に身寄りのない患者の成年後見制度の
市区町村町申立てについて相談をすると、スムーズに対応してもらえま
すか。 (n=1480)

とても思う

7.4%

やや思う

36.1%

あまり思わ

ない

40.1%

全く思わない

13.1%

無回答

3.4%

全体(n=1,480)
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問 33．所属機関がある自治体に身寄りのない患者の遺体の引き取りについて相談をする

と、スムーズに対応してもらえますか。 (n=1480) 

全体では、「とても思う」が 13.7%、「やや思う」が 39.7%、「あまり思わない」が 30.6%、「全

く思わない」が 10.8%であった。 

 

  

問33．所属機関がある自治体に身寄りのない患者の遺体の引き取りに
ついて相談をすると、スムーズに対応してもらえますか。 (n=1480)

とても思う

13.7%

やや思う

39.7%あまり思わ

ない

30.6%

全く思わない

10.8%

無回答

5.2%

全体(n=1,480)
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Ⅵ．高齢者等終身サポート事業者の活用状況と同事業者に対する認識 

問 35．所属機関全体で高齢者等終身サポート事業者との契約に関わった事例は、直近 1

年間で何例ありましたか。 (n=1480) 

全体では、「０例」が 62.6%、「１～10 例」が 32.2%、「11～20 例」が 1.4%、「21 例以上」が

0.3%であった。 

 

 

問 36．身寄りのない患者に対して高齢者等終身サポート事業の利用を検討する時に、病

院からみて不安を感じることがありますか。 (n=1480) 

全体では、「とても感じる」が 26.1%、「やや感じる」が 48.5%、「あまり感じない」が 12.5%、

「全く感じない」が 2.6%であった。 

 

 

問35．所属機関全体で高齢者等終身サポート事業者との契約に関わっ
た事例は、直近1年間で何例ありましたか。 (n=1480)

０例

62.6%

１～10例

32.2%

11～20例

1.4%

21例以上

0.3%

無回答

3.4%

全体(n=1,480)

問36．身寄りのない患者に対して高齢者等終身サポート事業の利用を
検討する時に、病院からみて不安を感じることがありますか。 (n=1480)

とても感じる

26.1%

やや感じる

48.5%

あまり感じ

ない

12.5%

全く感じない

2.6%

無回答

10.3%

全体(n=1,480)
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問 37．【問 36で「1）とても感じる」「2）やや感じる」と回答された方のみにおたずね

します。】高齢者等終身サポート事業者に対して不安を感じる理由を教えてくださ

い。（複数選択） (n=1104) 

全体では、「契約料や利用料が妥当な金額かどうかの判断材料がない」が 83.4%と最も高く、

「運営体制の現状が見えづらい」が 81.0%、「事業者を監督する官庁がない」が 54.5%となってい

る。 

 

 

問 38．高齢者等終身サポート事業者と新たに契約した、または契約していた患者やその

親族等から、高齢者等終身サポート事業者についてのクレームを受けた経験はあり

ますか。 (n=1480) 

全体では、「ある」が 8.2%、「なし」が 83.6%であった。 

 

 

  

83.4%

81.0%

54.5%

12.0%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

契約料や利用料が妥当な金額かどうかの判断材料がない

運営体制の現状が見えづらい

事業者を監督する官庁がない

その他

無回答
全体(n=1,104)

問38．高齢者等終身サポート事業者と新たに契約した、または契約して
いた患者やその親族等から、高齢者等終身サポート事業者についての
クレームを受けた経験はありますか。 (n=1480)

ある

8.2%

なし

83.6%

無回答

8.1%

全体(n=1,480)
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問 39．【問 38で「1）ある」と回答された方のみにおたずねします。】具体的な内容であ

てはまるものすべてを選んでください。（複数選択） (n=122) 

全体では、「費用面（思ったより金額が高い、明細が不透明、領収書発行等の対応がない）」

が 67.2%と最も高く、「対応面（連絡しても来ない、職員の態度が悪い）」が 65.6%、「契約面（最

初に聞いていた話と違う、しっかりと説明を受けていない）」が 43.4%となっている。 

 

  

67.2%

65.6%

43.4%

9.8%

-

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

費用面（思ったより金額が高い、明細が不透明、

領収書発行等の対応がない）

対応面（連絡しても来ない、職員の態度が悪い）

契約面（最初に聞いていた話と違う、

しっかりと説明を受けていない）

その他

無回答
全体(n=122)
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Ⅳ 調査票 
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29 

 

  



30 
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